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１．はじめに 

 本構造図を使用する際は、「２．西宮市標準擁壁構造図の使用可否フローチャート」に従い、予定している造
成計画において本構造図が使用できるかの判定を行ってください。 
 判定により本構造図が使用できる場合は、開発許可申請書又は宅地造成及び特定盛土等に関する許可申請書
において、以下のとおり図面を作成し、必要図書を添付してください。 
 

① 造成計画平面図、擁壁展開図においては、下図のとおり使用する西宮市標準擁壁構造図の擁壁タイプ名を
記載してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 使用する西宮市標準擁壁構造図（寸法表の使用する擁壁タイプ名に〇印）、西宮市擁壁共通配筋図を申請
書に添付してください。 

③ 「２．西宮市標準擁壁構造図の使用可否フローチャート」において、「支持力計算書が添付必要」となっ
た場合は、追加で添付してください。 

 
 
 
 
 
 

  

使用する擁壁タイプ名 

を記載してください。 

（例：LM-H4.0R2） 

 
擁壁展開図 造成計画平面
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２．西宮市標準擁壁構造図の使用可否判定フローチャート 

（１）使用方法 

 本フローチャートは、西宮市標準擁壁構造図の使用可否(フローチャート内の条件①〜⑧)、使用できる場合
における支持力計算書の追加検討要否(フローチャート内の条件⑨〜⑩)の判定に使用します。なお、フローチ
ャート内の用語等の解説については、「３．フローチャート内の用語等の解説」を参照してください。 
 
（２）フローチャート 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

２ 

START 

西宮市内で擁壁を築造する 

開発許可(※１)、宅地造成等許可(※２)を得て擁壁を築造する 
No 

No 

使
用
不
可 

擁壁を築造する箇所でボーリング調査等を行っている 

Yes 

No 

L 型擁壁を築造する 
Yes 

ボーリング調査等を実施 

Yes 

擁壁背面形状は水平で、擁壁背面の上載荷重は 10kN/m2 以下である(※4) 
Yes 

擁壁背面の埋戻し土は良質な砂質土(φ=25.4°、Ka=0.40、γ=17kN/m3)を使用する (※５) 
Yes 

ボーリング調査等を行ってください 

No 

No 

No 

支持地盤が必要 N 値を満たしている 
※スクリューウエイト貫入試験（旧 スウェ
ーデン式サウンディング試験）を実施して
いる場合は、「（４）フローチャートの使用例
と解説」の表の⑨を確認してください。 

Yes 

地盤改良等の検討が必要 
No 

地下水が想定されない 
地下水を考慮した 
支持力の検討が必要 

Yes 

No 

Yes 

No 

表１の擁壁タイプの選定から、使用する擁壁タイプ名を決定 

Yes 

擁壁の構造計算書 支持力計算書
添付必要 添付必要

許可申請書の添付要否
擁壁の構造計算書 支持力計算書

添付不要 添付不要

許可申請書の添付要否

①  

②  

③  

④  

⑤  

⑥  

⑦  

⑧  

⑨  

⑩  

擁壁の構造計算書 支持力計算書
添付不要 添付必要(※6)

許可申請書の添付要否

外部からの荷重(地震時荷重、風荷重、衝突荷重、水圧、浮力)を受けない(※3) 

本
構
造
図
使
用
不
可 

別
途
、
擁
壁
の
構
造
計
算
を
行
っ
て
く
だ
さ
い 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）フローチャート内の用語等の解説 

用語等 解説 許可申請の手引き参照箇所 
※１ 開発許可 都市計画法第 29 条の規定に基づく開発行為の許可  
※２ 宅地造成等 

許可 
宅地造成及び特定盛土等規制法第 12 条の規定に基
づく宅地造成及び特定盛土等に関する許可 

 

※３ 地震時荷重 見え高さが 5m を超える擁壁は地震時の検討が必要 
第 2 章技術編 6.3 鉄筋及び無筋コ
ンクリート擁壁の構造計算の基準 

※３ 風荷重 
擁壁の天端に、高さが１ｍ又は擁壁の見え高さを超
えるフェンス（風を通さないもの）又はコンクリー
トブロック等を直接設ける場合は検討が必要 

第 2 章技術編 6.3 鉄筋及び無筋コ
ンクリート擁壁の構造計算の基準 

※３ 衝突荷重 
擁壁の天端に車両用防護柵を設置する場合は検討
が必要 

 

※３ 水圧、浮力 
常時の地下水位以下に築造される擁壁で、擁壁に水
抜き穴の設置、あるいは擁壁背面に透水管の設置が
できない場合に検討が必要 

 

※４ 上載荷重 
(積載荷重) 

擁壁背面の土地利用計画に応じた荷重 第２章技術編 6.5 土圧等 

※５ φ Ka γ 
φ=土の内部摩擦角 Ka=土圧係数  
γ=土の単位体積重量 

 

※６ 
地盤改良や地下水等を考慮した擁壁支持地盤の支
持力計算書 

 

 

表１ 擁壁タイプの選定 

透水層区分 記号 全高区分 記号 摩擦係数区分 記号
砕石 ⇒ LS 2.0m以下 ⇒ H2.0 0.5(砂利、砂） ⇒ R1

透水マット ⇒ LM 2.0m超2.5m以下 ⇒ H2.5 0.4(砂質土） ⇒ R2
↓ 2.5m超3.0m以下 ⇒ H3.0 0.3(シルト、粘土） ⇒ R3
↓ 3.0m超3.5m以下 ⇒ H3.5 ↓
↓ 3.5m超4.0m以下 ⇒ H4.0 ↓
↓ 4.0m超4.5m以下 ⇒ H4.5 第2章 技術基準編の4.1. ↓
↓ 4.5m超5.0m以下 ⇒ H5.0 ↓
↓ 5.0m超5.5m以下 ⇒ H5.5 ↓
↓ 5.5m超6.0m以下 ⇒ H6.0 ↓
↓ ↓ ↓

該当する記号を選択該当する記号を選択該当する記号を選択

※摩擦係数の考え方は

土質の考え方、6.6.滑動等

を参照

-

A 透水層の種類 B 擁壁の計画高さ C 擁壁の摩擦係数

使用する擁

壁タイプ名

フローチャートの⑨「支持地盤が必要 N 値を満たしている」の確認へ 

３ 



（４）フローチャートの使用例と解説 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

条件① 申請地：西宮市六湛寺町 
条件② 対象法令：宅地造成等許可 
条件⑤ 外部荷重（地震時荷重、風荷重、衝突荷重、水圧、

浮力）を受けない 

フローチャー
ト内の条件 

各フローチャートの解説 

①  西宮市内で擁壁を築造するため Yes となり、②へ進む。 
②  宅地造成等許可を得て擁壁を築造するため Yes となり、③へ進む。 
③  ボーリング調査を行っているため Yes となり、④へ進む。 
④  L 型擁壁を築造するため Yes となり、⑤へ進む。 

⑤  
擁壁は地震時荷重、風荷重、衝突荷重、水圧、浮力を受けない計画、現場条件であるため Yes
となり、⑥へ進む。 

⑥  
底版からの 30°影響ライン内の背面土(矢印の範囲)が水平であり、予定する建築物の荷重が
10kN/㎥以下となる計画であるため Yes となり、⑦へ進む。 

⑦  
埋戻し土に良質な砂質土(φ=25.4、Ka=0.40、γ=17kN/m3)を使用するため Yes となり、⑧
へ進む。 

⑧  

A：透水マットを使用するため、記号の LM を選択。 
B：計画する擁壁の全高が 3360mm であり、全高区分の 3.0m 超 3.5m 以下に該当するため、

記号の H3.5 を選択。 
C：ボーリング調査の結果、擁壁の支持層の土質が砂質土であり、摩擦係数区分の 0.4(砂質

土)に該当するため、記号の R2 を選択 
A〜C より擁壁のタイプ名は LM-H3.5R2 になる。⑨へ進む 

⑨  
ボーリング調査の結果、支持地盤である砂質土(N 値 15)は、標準擁壁構造図の擁壁タイプ
LM-H3.5R2 の支持地盤必要 N 値 12 より大きいため Yes となり、⑩へ進む 
 

条件④：L 型擁壁 

560 

2800 

3360 

条件⑧： 
全高 3360mm 

条件⑥：上載荷重 10kN/m2 

条件⑥：底版からの 30°影響ラ
イン内の背面土が水平 

条件⑧：透水マットを選択 

条件⑦：埋戻し土は良質な砂
質土(φ=25.4、Ka=0.40、

γ=17kN/m3)を使用 

条件③：擁壁設置位置においてボーリング調査を実施 
条件⑧⑨⑩：ボーリング調査の結果、擁壁の支持地盤が
砂質土（N 値 15）で、水位がないことを確認 

(見え高) 

(根入れ) 

使用例のイメージ図 

４ 



 

  

※スクリューウエイト貫入試験（旧 スウェーデン式サウンディング試験）を実施している
場合は、換算 N 値は使用せず、以下の式（国土交通省告示第 1113 号）により算出した地盤
許容応力度 qa が、使用する擁壁の最大地盤反力 qmax 以上であることがわかる資料を添付
してください。 

qa=30+0.6Nsw 

qa ：地盤の許容応力度（kN/㎡） 
Nsw：１ｍあたりの半回転数（150 を超える場合は 150 とする。）の平均値 

⑩  
ボーリング調査の結果、地下水位は想定されないため Yes となり、フローチャートの結果、
許可申請書に擁壁の構造計算書の添付不要、支持力計算書の添付不要となる。 

５ 



３．西宮市標準擁壁構造図
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（背面側） 

40ｄ 

40ｄ 

40ｄ以上 

40ｄ以上 

25ｄかつ断面厚さ以上 

＜L 型擁壁の主筋定着長の取り方＞ 

主筋継手長詳細図 

※隣り合う継手の位置は千鳥配置とする。 

40d 

40d 

主筋方向は主筋と同径以上 

配力筋方向は配力筋と同径以上 

40d 

40d 

十分に交差する長さ 

開口部 

長さ 80ｄ以上 
配力筋と同径以上 

主筋方向は主筋と同径以上 

配力筋方向は配力筋と同径以上 

左図に掲げる配筋に加えて、開口部円周に主筋及び配力筋の連結鉄筋とし
て、切断鉄筋の断面積程度の斜め補強鉄筋（長さ 80d 以上）を配置し、その
補強筋の両端部は、十分交差する長さを持って配筋する。 

主筋等を切断せざるを得なくなった場合は、鉄筋の必要あきに注意し、切
断鉄筋の断面積以上の補強鉄筋を開口部の上下水平方向及び左右垂直方向に
適切に配置するとともに、それぞれの補強鉄筋の両端部は、開口部に対して
所定の定着長以上をもって配筋することを原則とする。 

＜やむを得ず主筋を１本切断する場合の開口補強＞ ＜やむを得ず主筋を複数本切断する場合の開口補強＞ 

＜隣り合う継手の位置関係＞ 

西宮市擁壁共通配筋図 

１６ 


